
1年数学　探究の時間XI

考え方を考える
　

2021年 2月

1 1年間の授業を終えて
週 1時間の「探究の時間」として, 「考え方を考える」

授業を 1年間続けました. その最後の時間に, ここまでの
各授業で目指したものが何だったのかを話しながら 1年間
を振り返りました.
その上で 1年間の授業の感想を書いてもらったものを紹

介しましょう.

1.1 数学の学び方
これまでの自分の数学の学び方について大きく変化した

ということに言及しているものを紹介しましょう.

1.1.1 教わったとおり計算するものが数学だった

●一年間を通して、数学に対する意識が大きく変わりまし
た。今までは、覚えた公式や定理を使って問題を解くもの
で、型にはまったものだと思っていました。しかし、探究
の時間でやった数学は、それとは全く違っていて、目の前
の事象を様々な面から観察して、自分の問いをぶつけて、
たくさん話し合って、型なんてないようなものでした。そ
うやって自ら学ぼうとする数学は、今までよりも楽しかっ
たし、公式とか定理だけじゃないたくさんのことを学びま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
した。答えを見つけるためには、いろんなことを考えなく
てはならなくて、それが難しいと感じることもありました
が、仲間と協力して、意見を言い合って、答えを見つけら
れたときはとてもうれしかったです。毎日の数学の授業は
教わった事を使って問題を解いて、受け身になってしまい
がちなので、積極的に学びにいけるようになりたいと思い
ました。今日見た表に、たくさんの項目があって、たくさ
んの丸があって、頑張ってきたことを実感しました。1年
間ありがとうございました。
●一年間を通じて学んだことは、数学というのはとても奥
が深いものであるということです。私は中学 1 年からの
数学は解き方を学んで覚えるというのが主流でした。しか
し、一高に来てからはその見方は大きく変えられました。
それは様々な数式や法則に疑問を持ち、知りたいことに
まっすぐに研究をすることです。ただ解いて終わりではな
く、意欲の赴くままに学ぶ大切さというのを発見しました。
人類は考えるようになって今日に至るまで止まることなく
発展してきました。しかし、もし考えるのを止めてしまっ
たら、その発展は止まり退化していくでしょう。数学の発
展により豊かになった方面はたくさんあります。よって私
には探究の時間を受けた身としてはその発展の火を消さな
いようにし、さらに大きくしていくべきではないかと思い
ました。
● 1年間の「探究の時間」を通して、考える力が身につい
たと思います。中学生の頃は型を暗記して解いていて、問
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題について深く考えることがなかったので、大きな変化だ
と思います。特に、以前まではわからない問題があると投
げ出していましたが、主に探究の時間では多方面から検証
したり話し合ったりして、しっかりと問題に取り組めたと
思います。また、普段の数学の学習では導きたい結論から
逆算して考えるということが少しずつできるようになって
きました。数学の探究において、めげずに取り組む、ゴー
ルから考える、検証する、などの重要なことを学びました。
今後もこの姿勢を忘れずに取り組んでいきたいです。
●探究の時間を通して、中学校までの数学の授業の受け方
が変わりました。普通の数学の授業では、問題に対する一
般的な考え方や解き方を教わり、私はその解き方をまねし
て解いて覚えるだけでした。しかし、探究の時間で様々な
問題を自分で考えたり、友達と考えを言い合ううちに、一
つの問題の解き方はけっして一つだけではないということ
を改めて知りました。ただまねをするだけでは、思い浮か
ばなかった自分の考え方を大事にすることができ、自分な
りに答えを探してみると新しい発見があることを学びまし
た。私はテストなどの応用問題が特に苦手で「分かるわけ
がない」と半分あきらめていましたが、今までまねしてきた
問題を根本から自分で考えてみたいと思いました。自分で
考える力がまだまだ足りないということも気づけたので、
これからの取り組み方を少し変えてみようと思いました。
●探究の時間では、数学は問題を解くときにただ答えが
あっているだけでは意味がないのだと痛感した。問題を
解く過程での工夫も必要であるし、様々な見方で解く力も
必要とされるのだと感じた。数学は問題が解けるから楽し
い、解けないからつまらないということではなく、問題へ
の視点・解き方のバリエーションなどがたくさんあるから
こそ楽しいと感じられるものなのではないかと思う。探究
の授業の中で習った「ゴールからたどる方法」と「もしも
ボックス」の考え方などはこれからの数学の授業でも特に
活かしていきたいと思った。私は普段の授業では問題が解
ける定理を覚えるということしか意識してこなかったので
難しい問題が解けなくなると「数学って難しい、つまらな
い」とすぐ思い込んでしまっていたが、探究の授業で扱っ
たたくさんのテーマを簡略化したりシラミツブシで考えた
り一般化したりなど様々な方法・視点で考えるという自分
にとって新鮮な考え方を学び、数学の面白さはなんだか深
いなと感じた。ただ黙々と問題を解いて理解したと思い込
むのではなく、応用・発展問題へのアプローチの仕方をこ
れからはよく考えていこうと思う。
●数学については、今まで計算するものとして捉えていた
が、探究の時間によって、見方や考え方が変わり、一つの
問題に深く考えることができたと思った。友達と一緒にや
ることで分からない所を気軽に聞けたし、意見の交流をす
ることができたので楽しかった。普通の授業の時に分から

なかった問題はそのまま放置して先生がかいた答えを写し
ていたが、最後まで自分で解く意識が増えて、自分で解く
達成感を得ることができた。また、答えを導いている時に、
疑問に思ったことも、この頃自分で考えて納得することが
できているので、探究の時間のおかげで数学に対する意識
がかなり変わった。まだ三角形の鶴を折れていないのでい
つか折ってみたいし、電卓を使って遊んでみたい。やりた
いと思うことがとても増えたと感じた。「もしも●●だっ
たら・・・」を考えて問題を解きたい。

1.1.2 知識を覚えるだけではなかったのだ・・・

●私は高校受験の時、数学が一番苦手な教科でした。小
さい頃は計算も速く、周りからも褒められることが多かっ
た私でしたが、年を重ねるごとに少しずつ、けれど確実に
苦手意識が生まれてきました。そして何より、一番大きな
悩みは「どうして苦手なのかわからない」ということでし
た。かけ算割り算の単純な計算が苦手なわけではありませ
ん。教科書の説明が分からないということでもなく、複雑
な問題であっても解説を読めば十分に理解することができ
ていました。けれど、いざテスト用紙を目の前にすると、
ペンが動かないのです。今思えば、私は問題が分からない
かったのではなく、「どうしたらいいのか（どんな方法・手
段をとればよいのか）」ということに気づけていなかった
のだと思います。
●一年間の探究の時間を通して感じたことは、自分には知
識しか身についていなかったということです。テストの
前だけ知識を詰め込んだり、授業でも教科書に載っている
知識を理解しようとしたりするだけで、正直あまり意味は
ないと思っていました。でも、この探究の時間ができてか
ら、問題に向かう姿勢を変えることができて意味があると
思える取り組みができるようになりました。また、学んだ
ことは最初はゴールについて考えることやもしもこのよう
だったらと仮定して考え進めていくことです。他にも様々
ありますが、特にこの 2点を学べたと思っています。私が
一番印象に残っているのは、一番最初の方程式の授業と、
正十二面体を作る授業です。方程式の授業では、中学校で
教わった解き方では解くことができない方程式に初めて出
会って、教わった解き方ですべての方程式が解けると思い
込んでいた自分に気づきました。そこで、最初は方程式が
どんなものなのかについて考える必要があるとわかり「最
初はゴール」の重要性を学びました。正十二面体を作る授
業では、数学は実技の要素がほとんどなかったため、新鮮
な気持ちで取り組んでいました。グループ内や他のグルー
プの人と教え合って完成できて良かったです。
　毎日の普通の授業もグループでの活動をもっと増やして
ほしいです。やはりペアだとお互いわからない場合もあっ
て、理解を深められないことが多いと思います。
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　一年間ありがとうございました。
●この数学の探究を通して、習った解き方や公式に従って
できるだけでは全然意味がないということが分かりました。
なぜそのようになるのかや、ほかにどんなことがいえるの
か、わかるかなどを、自分で考えたり、教科書にのってい
ないことやまだ習っていないことを、一から自分で考えて
みたりすることで、難しい応用の問題を解くときなどの考
える力がつくと思いました。同時に、自分にはそのような
力が全然そなわっていないと授業を通して分かったし、そ
の分授業の内容が自分には難しかったけれど、授業を積み
重ねて色々な考え方を知っていくうちに少しずつそういう
考え方が身についてきていたと思います。これからも勉強
するときは、今までの探究の時間で知った考え方を思い出
して答えが出せることももちろん大事にするけれど、その
考える過程も大事にしていきたいと思います。

1.1.3 解法ができるまでの「考える過程」が大事

●「探究の時間」の一番最初の方程式の授業では、𝑥とは何
なのか初めて考えた。今までなんとも思っていなかったこ
とにも意味があったり、異なる視点で見ると意味がなかっ
たりして、数学にもいろいろあるのだということがわかっ
た。もしもボックスの授業は、コナンの例えがわかりやす
かった。反例をあげる方法にも似ていると思った。折り鶴
の授業は、はじめに見通しをもつことが大切だとわかっ
た。今まで四角形以外で折ろうと考えたことがなかったの
で新鮮だった。ハノイの塔は、ルールを誤解していて手こ
ずってしまった。砂の山の実験は、実験するとどうなるか
ではなく、何を調べる実験かを考えて条件を変えるのが肝
心だったが難しかった。電卓は何を調べているのかさっぱ
りわからず、困ってしまった。グループの皆にいろいろ教
わった。正多面体の授業は、一つの視点からではなく、や
はり立体なので、視野を広くしなければならないと分かっ
た。自分で作ってみることで、どんな仕組みなのかがわか
りやすく成ったように感じた。数学は、この公式！やこの
考え方！が決まっているような気がしていたが、橋渡りの
授業でもやったように、しらみつぶしをすることもあるの
だとわかった。1年間を通して、数学はただ解く、という
だけでなく、そこに至るまでの思考、過程をきちんとする
ことが大事なのだと感じた。授業では、何を考えて、何を
計算すればよいのか、イマイチ分からない時もあったが、
他の人が手がかりを探して頑張っているのを見て、自分も
何かやってみようと思った。「探究の時間」では、間違えて
も良いから、とにかく考えてやってみて手がかりを見つけ
るという姿勢で臨むことが求められて、それが良いと思っ
ていたが、今の普通の授業ではそれがないのが不思議だと
思う。むしろ間違った人は、その場に立たされるので驚い
た。「探究の時間」で学んだ問題への考え方を一人で解く

ときにもつなげていきたい。
●一年間の「探究の時間」を通して学べたことの一つは数
学についてです。小学校での算数、中学校での数学では、
ただ教科書に書いてることを理解し、問題を解くというの
が数学だと思っており、それを楽しいと思っていました。
しかし、探究の時間で本当の数学について学べました。
　この時間に学んだ「最初はボール」「𝑛 といったら
1, 2, 3, · · · 」「もしも・・・」は日頃の数学の学習に
とても役立っています。最初の「探究の時間」では何を
やっているのかわかっていなく、一人で黙々とやっていた
が、回を重ねるにつれ、グループで活動し、一人ひとりの役
割を果たすことで、楽しくかつ内容の濃い授業ができた気
がします。この授業を通して、いつもは公式に代入してた
だけの数学が、その公式がなぜ成り立つのか、などといっ
た方向に目が向くようになって本当に良かったと思いまし
た。
●探究の時間を通して、数学の問題を解くにあたっての考
えの進め方について多く学べた。今まではただ授業で習っ
たことを使い、ただ解いていただけだったが、どのように考
え、どこへ向かって解いていくべきなのか、少し分かるよう
になった。グループワークは余り得意ではなかったが、意
見や考えを共有し、その時の課題に対して一歩近づくこと
ができたときは楽しかった。また、自分の考えを伝えるた
めに、どのように表現すれば良いのかという問題にあたっ
たこともあったため、伝える力がもっと必要だと感じた。
テーマも毎回普段の数学ではやらないようなものだったの
で、楽しく取り組むことができた。考えたことを元に製作
する時間があまりなかったのが、残念だったが、家ででき
ることもあり、実際にできたのでよかった。
　毎日の数学には、予習時や難しい問題を解く時に活用
したいと思った。順序立てて進めていくことや、はじめの
とっかかりの部分で、1年間で教わったことを活用したいと
思う。また、無意識のうちに活用できたらうれしい。元々
数学は得意だったが、物事を考え、伝えることは苦手だっ
たため、今回の授業を通して、それらを学ぶことができて
よかった。
●一年間の「探究の時間」を通して、物事の考え方を学べ
たと思う。普段の授業ではやらない、公式も解き方も明ら
かでないことを考えて行ったことで、ただ考えるではな
く、仮説を立てたり、具体化したり、着目する点を定めた
りしながら考えることができるようになった。授業をやっ
ている中では、どう役に立つのか、なかなか実感できてい
なかったが、今日振り返ってみて役に立っていると実感し
た。特に自分は砂を使って授業をした時が、当たり前だと
思っていることを確かめたり、予想をして条件を変えてみ
たりを、手を使って学べておもしろく感じた。普通の数学
の授業では、定理や公式・例題を解いた後、演習をする流
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れだが「探究の時間」で学んだことを活かして定理や公式
はどのように考え出されたのか、簡略化して考えてみたり
条件を変えるとどうなるのか確かめてみたりする姿勢を意
識していきたい。普通の授業では教科書の内容を頭に入れ
ることにとらわれていて、定理や公式などで難しいイメー
ジがあったが、「探究の時間」で、自分で考えていったこと
で、柔軟なイメージが大切なんだと思えた。小中学校でも
このような授業はあまりなったので面白かったし為になっ
た。
　一年間ありがとうございました。「探究の時間」で学ん
だことで数学に対するイメージが変わりました。学んだこ
とを今後にいかして頑張ります。
● 1年間探究の時間を通して発見する力を身に着けること
ができました。教科書に載っている公式を覚えて、それに
あてはめるだけでは何の意味もないのだなと思いました。
私は考える力がなく途中であきらめしまいがちです。しか
し、班で考えたり、先生が出すヒントをもとに考えたりす
ることによって答えにたどりつこうとする気持ちが増えま
した。その結果、見つけることができなかったとしても他
の班の意見を聞いて理解することができました。その問題
を目の前にして何もしなかったら何もでてきません。１，
２，３，・・・とあてはまると変化する所と変化しない所が
見えてきました。また、規則性や共通点なども。そこから
答えへ近づくことは簡単ですが、答えを見つけるのはとて
も難しいと感じました。正十二面体を調べるときには正四
面体だったら・・・正六面体だったら・・・と簡単なもので
考えたり変化する辺、面、頂点を調べたりしました。また、
電卓のときは、いろいろな数字や記号を打ったり、もし～
だったら～になるなと予想したりしました。このように答
えを見つけるためには、いろいろな手段があります。小さ
なことでも発見して、その発見をつないでいくことで、問
題の状況がイメージしやすくなり、着目点が変化し、答え
に近づくことができると思いました。やはり知識だけでな
く、思考力を高めていかないと、これからの時代は意味が
ないと思います。この 1年間の授業は数学だけではなく、
他の事柄にも大切なことを教えてくれました。これからは
自分で「見方を変えて発見する」ということができればよ
いなと思いました。

1.1.4 考えることは独りではない・・・

●探究の時間では、他の人が考えた方法と自分が考えた方
法の比較や、協力して実験、シラミツブシをしたりして、
普段は個人で解く数学を団体で解くことができて良かっ
たと思います。アプローチのやり方だったり、考えの進め
方は今まではあまり考えませんでしたが、探究の時間が進
むにつれてだんだんと使えるようになりました。自分で１
からいろいろな事を検証し、他の人たちと情報を共有した

りすることは中学校や家ではすることがなかったので、探
究の時間があって良かったと思います。１・２・３・・・
と入れていく、ゴールから考える、なぜそのような式にな
るのか、どんな方法が良いのか、・・・などなど様々な方
法、考えの進め方が知れました。普段の数学の学習では、
他の方法で考える事はできないだろうか、なぜ、このよう
な進み方になるのだろうか、と様々な考える事ができるよ
うになり、それを他の人と共有し、深めて行くことができ
ると思います。探究の時間によって、有名な数学の問題に
ついて知ることができて、他にはないのだろうかと自分で
探し、それについても授業と同じように考えたりすること
をしたりしました。探究の時間によって更に上に行けるよ
うになったと思います。1年間探究の時間、ありがとうご
ざいました。
●この時間でやっていたことは、思っていたよりもずっと
単純なものだった。4月のはじめの方は、この時間が正直
あまり楽しみなものではなかったし、苦手だった。だけど、
時間が経つにつれて、周りの話せるようになり、一人だけ
で考えることが少なくなったからか、楽しくなってきた。
あとこの時間に関しては高校数学の成績の良い悪いはあま
り関係ないと思った。成績が良くても、あまり手がかりを
見つけられない人もいれば、成績が余り良くなくても周り
と少し違った視点で手がかりを発見しきたり、観察力の差
だったのかもしれないけど、成績が悪くても班の会話、相
談に交ざることができた。
　私はまだ、問題文から具体化するのが苦手で、問題で取
り上げられている法則、規則性を見いだすことができない。
だから、具体化の一環として、ｎ＝１，２，３・・・と図
を書くのをやりたい。
●この 1年間の授業で、私はたくさん考えてたくさん試行
錯誤もした。高校に入るまで、どちらかと言えば数学は苦
手だった。基礎的な問題はできても、応用の問題や証明に
なると歯がたたない。そんな私も、この授業の中で大きく
「数学」に対する考えが変わったように思う。初めての授業
で言われた「君たちは与えられた問題の解き方を覚えて丸
をもらっているだけ」という言葉。あれは大きな衝撃だっ
た。宮本先生の授業は「一人でじっと考えて解く」という
問題は少ない。「𝑛といったら 1, 2, 3, · · · 」「動く物・
動かないものに注目」といったアプローチやグループで話
し合いをして答えを出したりと、「動いてみる」ことが多
かったというか、それが全てだった。私の「きれいな解法
を見つけるのが数学だ」という固定概念はなくなり、難し
い問題に直面したときに、「𝑛といったら 1, 2, 3, · · · 」
という言葉を唱えるようになった。成長を感じた。身につ
いた力は 2年後、さらにその先まで大切にしていたい。1
年間ありがとうございました。
●探究の時間を通して、数学の答えへのたどり付き方や考
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え方が分かってきました。数学だけでなく、様々な分野に
通用する問題への取り組み方もわかってきました。たとえ
ば、「もしも」の時を考えてみたり、分割して捉えてみた
りすることは、他の教科や日常生活でも活用できることだ
と思いました。話し合いでは、最初の方は、結論が出ず、
なかなか積極的に話しに入れませんでした。しかし、少し
のことでも良いんだよと言われてから、自分の分かること
を話すことができました。来年も苦手でも最後までがんば
りたいです。

1.2 考え方を考えたか？
「考え方」について, 生徒によって印象に残っているこ
とはいろいろであるけれど, 「考え方を学べた」という旨
の感想を述べている生徒を紹介しましょう.
　
●この「探究の時間」で問題についての考え方の多くの材
料を身につけることができたと思う。時に「最初はゴール」
と「もしも」を無意識のうちにできるようになった。「最初
はゴール」では、ゴールは何だろうと疑問に思い、良く分
からなかったらまず何かやってみるということに挑戦して
いた。自分が求めることが何なのかということが分からな
ければどうすることもできないので、大切なことだと思っ
た。また、これからの時代は考える力が大切になってくる
と思う。教科書にある問題をただ解くのではなく、まず自
分で問題を見つけることがはじめの一歩になると思う。そ
して、大学でも自分の研究テーマを決める際、吟味して問
題も見つけていかなければならにと思う。これから大切に
していきたい。また「もしも」という解く過程での大切な
物があることを知った。「もしも」は最初の授業から身に
つけた力である、ずっと続けてきた。「もしも正五角形だっ
たらどうなるの？」正十二面体の作業をすることによく役
に立ったことを覚えている。この「もしも」というのは数
学の証明でいう仮定となると思う。仮定をして結論を導き
出すことは筋が通っていてすごく論理性のあるものになる
と思う。
　最初にも言った通り、この時間で学んだことは、問題を柔
軟に考えるための手段である。これからの時代は能動的な
学びが重視され、その学びを伝え広げることが大切になっ
てくると思う。高校までの授業はどうしても受動的な学び
が多くなってしまう。しかし、大学や社会では、能動的な
行動が大切となる。そのための練習となったと考える。身
につけた力を大切にし、生活していきたい。
● 1 年間の探究の時間を通して学んで、考え方や見方を
入学前よりも深めることができたと思ったが、最後の授業
で、それぞれの授業がどの技能のためのものなのかという
観点別で見たときに、自分で思っていたよりも多くのこと

を学んでいたんだと知った。一人だとどうしても視野が狭
くなってしまったり、思い通りにいかないこともたくさん
あって大変だったが、グループ活動で交友関係を深めると
ともに、様々なものの見方だけなく、それぞれが最終的な
ゴールを分かっていなくても、お互いの知恵を出し合った
ことによって昇華されたり有意義でためにな授業だったと
思う。この経験を生かして普段の数学の授業やその他の教
科に役立てていきたいと思ったし、日常生活でも活用しな
がらこの 1年で学んだたくさんのことを忘れないようにし
ていきたいと思った。本当に今年 1年間素晴らしい授業を
ありがとうございました。
●高校入学当初、数学（もしくは算数）は、自分の苦手教
科だと自覚し、苦手意識を持っていたが、「探究の時間」を
通して、少ない授業時数ではあったものの、当時に比べて
大分苦手意識などは減った。それは自分でよりよい方法、
解き方は何なのか、授業を通して考え続けたことや、同じ
グループの仲間と様々な案や考えを共有し、自分の数学に
対する視野を広くすることができたから成し遂げられたこ
とだと思う。「探究の時間」を通して、学力というよりは、
考え方、捉え方を学ぶことができた。今までの授業で学ん
だ数学的な考え方を、今後の学習生活に生かしていきたい
と思う。
●この一年間の探究の時間を通して、粘り強く取り組む力
がついたなと感じました。自分が分かっていないところ
は、理解するのに時間がかかるし、頭をフル回転させて考
えなければいけないのですが、一度壁にぶつかっても、自
分なりにゴールに辿り着こうとするので、自己解決力が上
がったと思います。
　普通の数学の学習でも同様です。今まで計算しかできな
かったのですが、グラフの意味や式の意味、公式の意味を
しっかり理解していたので、文章で答えたり、証明をする
ときも楽になったので、自分の武器が増えてきたのではな
いかなと少し感じました。
　やはり、自分が分からない所を理解し、定着させるのは
時間がかかるし、うまくいかないことも多々あります。で
も、それを乗り越えれたら、必ず自分の強みや励みになる
と信じているので、これからも毎日努力を惜しまずに数学
と闘っていきながら、日常生活においても自分の力になっ
てほしいなと思います。
●問われていることに対する答えを考えるときにあえて否
定側から考えてみたりした方が、今何が起こっているのか
分かりやすかったりして、型にはまらない別のアプローチ
がたくさんあることに数学の面白さを感じました。数学の
教科書によく定理などで文字が 　 𝑎, 𝑏, 𝑐, 𝑑 と 4つ出て
きたりして大小関係などを示されている時には、「𝑛といっ
たら 1, 2, 3, · · · 」で数を代入してみたりすることで理
解できるようになったと思います。中学校の時は数学がす
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ごく嫌いでしたが、探究の時間のグループ活動で友達と一
緒に考えながら授業をすすめたことがきっかけで数学楽し
いなと思えるようになりました。授業後に違うグループの
人たちと考えを共有し合って問題を解くときもあって、考
える力が身に付いたのかなと感じました。
●この 1年間の学習を通して、ただ答えを教科書通りに求
める事よりも、自分でどうすれば答えが出るのかという方
法を考えることが大事であるとわかりました。方程式を解
くところから、電卓や図形のことまで、普段の数学の授業
では考えることもないような内容を考え、より身近なもの
として考えることができたと感じました。また、一人で考
えるよりも、グループになって意見を出し合って考え、分
担できるものは分担してかんがえることで、より多く多様
性のある答えの導き方ができるのだと学びました。その中
で、他の人の意見を聞いて新たな発見があったりして、グ
ループ活動が少し楽しいと思えるようになりました。普通
の数学の授業ではペアで答えを確認したり、考えることが
多く、受け身になりがちだったときもありましたが、自身
の意見も相手に言って共有できるようになったと感じまし
た。
　この授業で学んだ数学以外のことも、これから学習する
上で生かしていきたいと思います。1年間ありがとうござ
いました。
●「探究の時間」を通して、あらゆる問題に対する見方を
少し変えることができたと思う。一般化された式に具体的
な数値を入れると考えやすいと知れ、分かりづらい問題で
は特にそのことをしながら時進むことができるようになり
ました。図形では分かる部分をすべて書き込むことの大切
さを知れ、見やすく解きやすくなったと思いました。あり
うるすべてのパターンを樹形図的に表すことで証明をする
こともできると知れ、どんなに時間がかかったとしても損
はないのだと思えるようになりました。実際に考えて作成
したりすることで、その考え方が正しいという自信も生ま
れてくると思ったり、どう考えたのが間違いだったのかに
気付くこともできると思えました。この 1年間の「探究の
時間」は普通の数学の学習と異なり、考えるという作業が
多く、考える力が身につきました。今回学んだことを普段
の学習でも活かせるようにしたいです。●私は元々小学校
の算数の時からずっと算数も数学もできないし、大嫌いで
した。少しでも分からないところがあると考えることをや
めてしまう生徒でした。高校に入って数学の授業について
いけるかものすごく不安でした。通常の授業は、難しい例
題を解くときに、解き方の一例を提示してくれているもの
なので、「へぇ、そうなんだ」で終わっていました。この
探究の時間では、全く分からないものに直面したとき、簡
単なものにして考えてみるとか具体的な数字を入れて考え
てみるとか、比べて共通点や違う所、変わったところと変

わっていないところを見つけるとか、具体的に手を動かす
方法を教えてくれて、「分からないから考えよう」と思う
ことが嫌じゃなくなりました。特に図形は自分で書いたも
のが目に見えるから考えやすかったし、涼しくなってから
やったテーマなので、自分から手を動かせるようになって
きて楽しかったです。模試やチャートの難しい問題を解く
ときも、実際正解することはほぼないし、仮説や予想もま
だまだ見当違いなことしか思いつけないけど、手を動かせ
るようになったのは、一年間で成長できたかなと感じてい
ます。このことは、数学だけではなく、理科の問題を解く
ときにも、頭の中の整理がしやすくなって役立ちました。
　今日、最後の授業で 1年間を振りかってみて、簡単な数
字を入れて具体化したり、聞かれていることを簡略化して
考えることはできるようになったけど、逆を考える、仮説
を立てる、人に提案したり伝えることがまだまだ自分には
できていないことだなと感じました。仮説を立てられない
と言うことは、今ある状況をしっかり分析できていないと
言うことだと思うので頑張りたいです。
　高校生になって、数学ができないけど、考えることは嫌
じゃなくなりました。自分が一番驚いています。春休みは
正六角形と三角形で鶴を折ろうと思います。
●「探究の時間」を通して、数学の問題を解く時、分から
ない時、できない時のための考え方を教わりました。数学
でできないなと思ったとき、すぐ諦めてしまっていたけ
ど、考え方が分かりました。特に、数学では文字がでてき
たときは、飛ばすクセがあったけど、「ｎといったら１，２，
３，・・・」と習ったように、数字を入れてみることで解
けたことが何度かあったので、続けていきたいと思いまし
た。この数学の時間に出された問題が初見でテストに出さ
れたら、絶対に手をつけなかったと思うし、解くのをあき
らめていたと思います。でも、授業でやってみたことで、
班のみんなと考え合うことができた。意見も出せ合えて、
応用問題の苦手意識が小さくなったと思いました。
●この 1年間の「探究の時間」の授業を受けてみて、普段
の生活や数学では気付かないような考え方を学んだり、実
際に考える事ができたりして、とても面白かったです。「最
初はゴール」や「 𝑛といったら 1, 2, 3, · · · 」などと分か
りやすく覚えやすい考え方で、常に数学の学習をしている
ときは、「どの考え方が使えるか」、「どの考え方が一番い
いのか」を考えながら学習を進めることができています。
また、普段の数学の問題を解いている中で、考えないよう
な仕組みを考える事が多く、新鮮な気持ちで授業を受ける
ことができました。今まで自分が意識してこなかった「考
え方」を意識していることで、今自分はどのような考え方
をしているのか、他にどの考え方があるのか、など問題を
解くだけでなく、考え方も身につけることができるように
なりました。
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● 1年間を通して、最初の授業の「最初は GOAL」という
考え方が一番の衝撃でした。最後にどうなったら正解なの
かを考え、反対に進めていくことで考えやすくなることを
教えていただき、それから問題の途中で行き詰まったとき、
このように考えるようになりました。また、問題や写真を
図として簡略化するといいいということです。丸や四角を
線でつなぐというのは中学生の時でもよく使いましたが、
高校では、問題の中からどの部分が必要かなど、判別しな
がら、どのように描いたらわかりやすいか考えるという、
デザイナーのような思考も大切だと学びました。正十二面
体を立方体から作り出す授業は本当に何時間考えてもわ
からなくて、面ばかりに着目していたので、上下で平行に
なっている辺がポイントだと知った時には、自分が無意識
にもかたよった見方をしていたのだと気付かされました。
そして、この正十二面体を作っている方は、それを組み合
わせて新たなインテリアを制作して、いろんな物の構成に
は数学が関わっているのかなと思いました。
●この時間は「考え方」を考える授業だったので、数学っ
ぽさはあまりなかったような気がするが、数学の問題を解
くうえで重要な考え方を学ぶことができた。特に、「もしも
ボックス」の考え方は数学の時間だけではなく日々の生活
で直面する問題について考える際にも非常に重要な考え方
だと思うので、この一年を通じて改めてその重要さに気付
くことができて良かった。そしてもう一つ深く印象に残っ
ているのは「しらみつぶし」の考えだ。橋渡りの授業で学
んだことだが、これも重要だと思う。どうすればいいのか
見当もつかない問題に出くわした場合、どうすれば良いか
を考えて時間が過ぎてしまうよりも、はじめから一つひと
つやっていった方が確実にゴールに近づくことが可能なは
ずだ。なので、この考え方も重要だと思う。

2 生徒の変容
学んだ「考え方」を, 数学を学習するときに, あるいは, 初

めての問題を解く時に, 意識して使えているという生徒の
感想を紹介しよう.
　
●一番は、「最初はゴール」の考え方が役立つなぁと思った。
あまり後先考えずになんとなくで問題と向き合っていたた
め、この部分に関して学べてよかったと思った。また、分
からない問題があると、今までは黙々と一人で向き合って
考えていたが、それだけが良い方法ではないのだなと思っ
た。高校に入ってから、友人同士の教え合いの機械がだい
ぶ増えたなぁと感じていて、周りと意見を共有することが、
これほど大切なことだとは知らなかった。もう一つは「条
件を分割する」考え方で、中学時代の私にはなかったと思
う。与えられた条件が複数あると、「もうわかんない」と

半分諦める状態になってしまっていたが、今は正解に辿り
着かない時の方が多いものの、すこしあがいて、少し進め
るようになったと思う。教科書範囲でない問題を解くのも
面白かった。
●証明問題を考える時に、特に「最初は GOAL」と「もし
も・・・だったら」の考え方を使えると思った。普段の授
業では「ｎといったら１，２，３，」の考え方を使うことは
あまりなかったが、これから使う場面が多く出てくると思
うので、使えるようにしたい。「セカンドオピニオン」は
問題を考える時に常に使えるようにしておくと良いと思う
ので多くの視点を持つことを心がけたいと思う。探究の時
間と普段の授業との大きな違いは、過程と答えのどちらを
重要視するかだと思った。普段の授業では、過程を自分で
考えることはあまりなく、教科書と同じように考える事が
多いが、探究の時間は考え方から自分で考えることが必要
なため、どのように問題にアプローチスかをかんがえるこ
とができたと思う。探究の時間に重要なことは、探究心を
持ち続けることだと思った。意欲をなくすと人間は考える
のをやめてしまうものだと思ったため、意欲を保つように
すると考え続けられて良いのではないかと思った。問題を
解く能力を高めることは大切だと思った。ただ、新しく何
かを生み出す能力がこれからの人々には求められていると
いうことが分かり、そのためには柔軟な発想と論理的に説
明する力が必要になるのではないかと思った。毎日考える
事を心がけ、人類のためになるように能力を伸ばしていく
ようにしたい。探究心をもちつづけるようにしたい。
●今日最後の「探究の時間」を通して、この 1年間で沢山
のことを学んだなぁと改めて感じました。正直、数学を好
きになる、得意になる、ということはなかったけれど、考
え方に変化はあったと思います。模試などの応用問題やと
ても難しい問題も、当たる・当たらないは関係なく、チャ
レンジする姿勢はつきました。はじめからその問題に対し
て「無理だ」と決めつけず、ゆっくり考え「もしもボック
ス」や「最初はゴール」などを利用して考えることができ
るようになりました。この授業は他の授業に比べてグルー
プになることがほとんどだったため、自分だけでは分から
ない問題も、誰かの意見を聞くことによって解決への道が
見えて、積極的に参加できました。
●一年間の学習で自分がしていた定理などの丸暗記が減
り、分解して自分なりに考え理解するようになりました。
たとえば一見すると複雑なチェバ、メネラウスの定理もど
ういうことをしているのかよく考えることで、より理解が
進んだような気がしました。また、つい最近では、最難関
題講座で 0 <

𝑛

𝑚
− 0.4 ≦

1
100
をみたす最小の 𝑚, 𝑛の値

は？という問題に出会い、0 <
𝑛

𝑚
− 0.4 ≦

1
100
なのだか

ら𝑚がそれなりに大きい数でないと・・・のように問題文
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が意味することを考えるようになりました。これからはこ
ういった問題が多くなると思うので、一年間ならってきた
テクニックを有効活用していきたいです。
● 1 年間の探究の時間を通して学んだことは大きい目標
やゴール、たとえば○○の答え、○○はどれくらい存在す
るかなどといったものがある。どうすれば求める事ができ
るのか筋道がたたないときは、まず具体化すること、文字
に具体的な数をあてはめたり、答えに関係のありそうなも
のをあげていく。そうすることで、目に見えなかった発見
が形になり生まれてくるようになった。大きな目標に最初
からぶつかりに行くのではなく、こうすれば求められるの
ではないかという武器を少しずつ集めて筋道がたってから
ぶつかった方が答えを導くことのできる可能性も高くなっ
ていると思う。また、一部分の条件を変えるとどうなるの
か、どのように影響してくるのかを実験することで全体で
は見えなくても部分的にこれがこれを決める元になってい
るや、これがなければ、こうなるのかもしれないなど、様々
な仮説が浮かび、より武器が強化されてくる。この時間で
は答えを導く過程の大切さや広い視野（様々な視点）から
物事を捉えていかなくてはいけないということを改めて感
じた。答えを導く過程を大切にすることは理解が深まった
り、物事を違う視点で見られるようになった。
●自分は数学があまり得意というわけではないが、昔から
好きだった。宮本先生の授業で、知識だけでなく考え方の
重要性を教えてもらった。実は自分は高専も受験して一応
合格していたのだが、数学以外の教科に頼りすぎてしまっ
たことが心残りだった。先生の授業で学んだことを踏まえ
て、もう一度その数学を解いてみたところ、前回は 40点
くらいだったのが、60点超えることができた。模試でも入
学したばかりの時よりも高い点を取れるようになり、自分
に力が付いてきているのを感じることができた。また、先
生の授業にでる問題は複雑な者が多く、とても解きごたえ
があった。特に自分は最後の方の正十二面体の内容が個人
的に好きだった。最近は考査も終わり、時間があるので、
積極的に青チャートに取り組むようにしている。レベルの
高い問題も解けるようになった。今回教えてもらったこと
を今後の数学の学習にも活かしていきたい。
●私は中学高校と数学を学んできて、授業はまじめに受
けているけれど、模試で初めて見た問題には手も足も出な
かった。どのように解き始めたら良いか分からなかったか
らだ。だから全く成績が伸びずに悩んでいた。1年間の探
究の時間を通して、初めて見る問題への様々なアプローチ
の仕方、武器を教えてもらった。特に問題を部分部分に分
解して考える事、０，１，２，３，・・・と小さい数字か
ら考えて行くこと、結論から逆に考える事が大切だと感じ
た。難しい問題に模試で出会ったときも、以前は無理だと
思って考える事をあきらめていたが、今は小さい数から入

れてみたり、こうなるならば、ここはこうなる、と変化す
るところと変化せずに 1つに決まるところを考えて見たり
して、少しは進められるようになった。また、公式を覚え
るだけではなく、その理屈からしっかり理解しておくと、
別な問題に応用できることも分かった。普通の数学の時間
もグラフを書くときに０，１，２，３，・・・と数を入れ
て変化をみるようになった。普通の数学の内容は具体的に
どのように事に使われていて、世の中のどんなことにつな
がっているのかを知ることができたら、もっと理解しやす
く、楽しくなるのかな、と思ったので、自分で調べて見た
い。
●探究の時間を通して、さまざまな事を学ぶことができ
た。自分の考えを持つことが大切だということはもちろ
ん分かったが、他の人と互いに意見を出し合い、また話し
合っていく中で、自分にとって良い刺激を受けることがで
きるということを学ぶことができた。毎回約 50分の活動
を行っているが、自分や仲間と探究しているうちに、良い
意味であっという間に時間が過ぎていったと感じた。中学
校のときよりも探究の時間を通して一つのことをより深く
探究しつづける力や自分の意見・考えを伝える力が身につ
いたと感じた。
　宮本先生の授業では、砂の落ち方の実験や正多面体の性
質についてなど、一年間を通して、多くのテーマで多くの
ことを学ぶとともに、今まで自分にはなかった新たな考え
方を持つことができた。正多面体の性質についての授業の
ときには、まずある一つの事に着目してかんがえることの
大切さを学んだ。また特に、もしもボックスと最初はグー
の考え方はもちろん、数学の問題を解くときに活用でき、
さらに数学だけに限らず他の教科、社会に出てからも大切
な考え方だと感じた。そして自分で新たな定理を見つける
ぐらいすごいことをするような強い意志と好奇心を持ち続
けたい。
　数学の授業はほぼ毎日あり、4月・5月ごろは、なぜこ
んなに数学をやらなければ・・・と感じていた。しかし、
約一年間を通して数学には他の事にも活用できる良い考え
方を知ることができる、とても良い利点があることに気付
かされた。

3 「数学」に対する意識の変化
●入学から一年間で、様々な数学の探究をしましたが、と
てもあっという間だったなと思います。毎回違うお題を
出されて、グループの人と協力して問題解決するのが楽し
かったです。ただ難問に当たった時に何から考えればよい
か分からず諦めたくなるときもありました。今まではなん
となく楽しんで数学を学んでいたというような印象でした
が、最後の授業で、今までやったことをまとめたものを見
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たとき、こんなにたくさんのことを学んでいたことに驚き
ました。先生がおっしゃっていたように、いままでやった
事には数学的な考え方がたくさん含まれていて、ただ解き
方を覚えるというだけでは、これからの自分には繋がらな
いということが分かりました。数学の普通の授業では解き
方や基本的な部分を学んでいましたが、それだけではなく、
なぜそうなるのかといったことを考えるべきだと思いまし
た。この一年間で学んだことは、2年生になってからも役
立つと思うので、忘れないようにしたいです。
●教科書のような、定義・定理や解き方が決まっている問
題をこなせるようになるだけではなく、身の回りの不思議
をみんなで探究する時間は、とても貴重な時間であると改
めて思った。数学は難しい・大変・まじめ・きゅうくつな
ものだと今まで思っていたけれど、探究の時間はそのよう
に堅苦しく思うことが少なかったように感じる。友達とた
くさん悩んだり考えたりしながら探究していた時間は楽し
い時間だった。これから、たくさんの色々な種類の問題を
解くことになるけれど、そのようなときは「最初はゴール」
「もしもボックス」などと習ったことを生かして頑張って
いきたいと思う。また、私たちの同じ岩手県の高校一年生
が新しい定理を発見したということについて、今までより
も数学に希望を感じることができた。数学が得意でなくて
も数学で頑張ることはできると思うので、これからも頑張
りたい。
●一年を通して、この数学の授業はやはり面白かった。通
常の授業と最も大きく違うところは、「学ばなければいけ
ないこと」だろう。通常の授業は、教科書の内容に準拠し
た形で進められ、そのことが考査にも出題されるので、や
はり必然的に作業感、乗り気ではないがやらなければなら
ないというような思いも生まれてくる。（個人差もあるが）
しかし、この探究の時間は、もちろんその授業でのゴール
（目的～や内容）はあるが、その探究に終わりはなく、進
め方の定型もなり。そのため、自分自身の好奇心がつきる
ことはなく、問いの難しさはなかなかのものだが、退屈す
ることがなかった。また、探究の授業からは、「どんなに
難しい問題でも、諦めず、多角的視点から解法がないか探
す」ことを学んだ。しらみつぶしもそうだが、色々な方向
から考えてみると、意外なところから解くことができたり
する。この探究の心を忘れず、次年度からも取り組んでい
きたい。
● 1 年間取り組んでもやはり考えることは難しかったで
す。今考えていることの逆の発想を使ったり、他の図形を
使ったり、自分なりに工夫することが多く、沢山のことを
考えることができました。一番印象に残っているのは、発
泡スチロールで正十二面体を作ったことです。始めは「立
方体から作れるわけないじゃ！」と思っていましたが、切
り始まる前の授業からのことと関連させて考えて見たりし

て、実際に完成したときは心の底からすごいと感じました。
そして、正十二面体をつくるときに限らず、自分の中でイ
メージをもつことは大切なんだということを改めて実感し
ました。授業はグループで活動することで他の人の考えを
聞けたり、教えたりと普段の授業よりも参加しやすい雰囲
気で、とてもやりやすかったです。特にいつも一緒にいた
りするメンバーと自由に組めたので話しやすかったです。
話の内容が難しく、聞いていて眠くなることもありました
が、全体を通していろいろなことを考えることができた時
間でした。これからもこの授業で学んだことを活用しなが
ら、沢山のことに挑戦したいと思います。1年間楽しい授
業をありがとうございました。
●数学の奥深さを感じました。今までは公式通りに問題を
解いていくだけの作業的なものを感じていましたが、探究
の時間を通して、考えることの大切さが分かりました。最
初の方は、何でこれを考えるのか正直分からないところも
ありましたが、考えることによって得るものも多く、普通
の数学の時間にも役立ちました。私は分からない問題をす
ぐあきらめて、他人に頼ることを考えていたのですが、そ
の考えも改めることができて良かったです。考えると言う
ことを身につけることができたので授業でも理解できる
ところが多くなりました。少しだけ数学の楽しさを感じま
した。授業で解く問題も分からなくてもとりあえず書いて
みることで答えにたどりつけることが分かりました。この
時間で少しだけですが、成長できた感じがして良かったで
す。難しいことがたくさんありましたが、とても楽しかっ
たです。私は数学が苦手なのですが、この探究の時間を楽
しみながら学ぶことができました。普通の数学の時間を理
解できるようになったのも探究の時間で考えると言うこと
を中心にやったからこそだと思います。もっと興味をもっ
て数学にとりくめることができるように頑張りたいと思い
ます。
●自分で意識的に探究の時間を通して変わったといえるの
は、始めは簡単なところから考えるようになったことだと
思う。私としては青チャートは難しいので人に聞いて教え
てもらうことも多々あるが、自分で自分の言葉で理解した
いとき、簡単なことから考えるのがすごく役に立つ。これ
を踏まえて人に教えるときにもわかりやすく教えることが
できると考える。また、最後の全ての頂点を通る所では、
かなり初めの段階で簡略的な図を書くことができて我なが
ら良かったと思う。最初は少し変な五角形で、頂点の位置、
数など必要なところをとらえて、指でなぞってわかりやす
いように円を重ねたように図をかくことができた。他にも
無意識のうちに、ゴールから考えることなど身についてい
ると感じる。また、普通の数学の学習では、知識を知る時
間と、自分で使う時間を区別するのが数学では大事なこと
に気づいた。授業では問いも解くが、主に必要な知識やポ
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イントをおさえ、家では自分で問題を解いていくというこ
とを意識して勉強していくべきだなと思った。この後、3
月中は自分でコントロールをして勉強していかなければな
らないし、人と差を少しでもつけるチャンスだと思う。数
学は今やった所まででも、受験で重要なところだと思うの
で探究の時間や普通の数学の学習で気づいたことや学んだ
ことを活かして勉強していきたいと思った。
●一年間の「探究の時間」を通して、私は数学がすごいと
感じました。一つのことに対しても見方や考え方を変える
ことにより、新しいことが発見できたり、何を調べるのか
によっても分かることが変わってきたりと、数学はすごい
と感じました。探究の時間をやる前は、解けない問題がで
てきたらすぐあきらめていたけれど、探究の時間を通して、
「逆」はどうなのかや、問題の最終的な答えを考えてから
解いていくことによって、前よりも解ける問題が増えたと
感じました。また、𝑛といったら、1, 2, 3, · · · はとて
も使いやすくて良いと感じました。大きい数の問題のとき
とかに、そのままだと簡単には解けないけれど、小さい数
字の場所で考えると解ける場合もあったので、これからも
使っていきたいです。数学だけには限らないけれど、いろ
んな人とたくさんの案を出し合ってそれを検証していくこ
とはとても楽しいと感じました。私はわからない問題が出
てきたときに、一人でいろんなことを検証して解いていく
こともよいと思うけれど、誰かと一緒になって考えていく
こともともて大切だと感じました。これからも、探究で学
んだことを活かしていきたいです。一年間ありがとうござ
いました。
●一年間の「探究の時間」を通して、はじめの頃の授業は、
正直何を目的にしているのかということがよく分かりませ
んでした。どうして三角形で鶴を折るのか？どうして直線
の本数を増やしてその関係を見つけるのか分かりませんで
した。しかし、どんどんと色々な授業を受けていくにつれ
て、その授業の内容が分かればそれでいいということでは
なく、その授業内容の過程をどのように踏んでいけばいい
のかを考えることが大切なんだということに気がつきまし
た。それこそ、宮本先生がおっしゃっていた「最初はゴー
ル」や「もしもボックス」などです。なので、後期あたり
の授業からはそれらの考え方をどうすればいいか考えると
いうように自然と変わって行きました。ゴールに辿りつく
ためには、どういう過程を通ってどのような知識を用いれ
ばよいのか、なぜその過程を通らなければいけないのか、
そのような考え方をしていくと、面白いように解けるよう
になりました。これは探究の時間だけに関わることではな
く、通常の数学の授業などにも大いに利用することができ
ることだと思うので、どんどんと活用していきたいと思い
ました。授業数は決して多くなかったのですが、宮本先生
の授業を受けられて、とても楽しく色々な考え方を研くこ

とができました。一年間という間、ありがとうございまし
た。

4 教員の変化
この授業では, 基本的に生徒がグループで考える時間が
主となっていて, 学年の教科担当教員もいっしょに加わ
り, 生徒の議論の様子を観察している. 教科書を進む普通
の数学の授業の中でも, 「探究の時間」で学んだことを引
用して考えるようになり, 公式を覚えて使うだけの授業か
ら少し発見的・探究的な授業へと変化している.

5 その後
このような授業を行うことにより, 教科書を進む時間が
確実に週 1時間減少することになる. 減少することにより
デメリットを考慮してもこの 1時間は貴重であると認識す
るようになり, この生徒たちが 2年生になっても, 同様の
時間を設けることとなった. 週に 1時間, 1つの問題をじっ
くりと考える時間とした. 当然, 1年生の「探究の時間」に
学んだことを活用するもので, 課題とする問題は, 完全に
数学の問題とした. これは 3年生になっても継続され, 結
局, 該当学年は 3年間で週に 3時間分を「探究の時間」と
することとなった. それによって授業の進度が遅れること
は確かにあったけれど, それを超えて, 生徒たちの数学を
学ぶ気持ちを維持できたものと考えている.
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